

































































































































































































































































































































図 3	 戦前中国における日本在外公館分布図（1945 年時点）
［注］黒い丸が公使館、赤い丸が総領事館、黄色い丸が領事館。分館
や出張所は、煩雑なため省略。戦前、もっとも多い時期には、公使館


















































































図 3	 戦前中国における日本在外公館分布図（1945 年時点）
［注］黒い丸が公使館、赤い丸が総領事館、黄色い丸が領事館。分館
や出張所は、煩雑なため省略。戦前、もっとも多い時期には、公使館
1、総領事館 26、領事館 23、領事館分館が 25、出張所 6、合計 81（現
在の約 11倍）あった。
図 5	 中華民国における日本人・外国人の分布図（1928年と1944年）
［注］	1928 年中華民国国民政府が成立したとき、紫色や緑色で表示
された外国人は、管轄区域ごとに違いはあるものの、各地に点在して
いたが、終戦前年の 1944 年にはオレンジ色の日本人が外国人のなか
で突出した存在になっていたことがうかがえる。さらに、華北華中で
は青色の朝鮮人が日本人と同様に増加していたが、華南では緑色の台
湾人の躍進が顕著であったことも見られる。
羅蘇文氏
韓東洙氏
図 6	 仁川清国居留地実測平面図（国家記録院所蔵、地籍原図、
1913 年）
図 7	 仁川炸醤博物館計画案（仁川中区庁都市開発計画図）
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李百浩（中国・武
漢理工大学）「武漢に
おける日本租界地の
保存と再生」は、武
漢における長年の租
界地研究で得られた
成果を、今後の都市
計画や開発にいかに
反映し、生かしているかを自身の関わった2つの事例
を取り上げて紹介説明した。1つは当時の中国共産党の
活動拠点となった2階建の連立社宅である。これは報
告者の修復設計によって内外とも当時の姿に復元され、
現在は展示を中心とした記念館として保存され、租界地
の当時の町並みと都市住宅の面影がそのまま再現されて
いる。またもう1つは報告者が諮問委員として関わっ
た旧漢口神社跡地近くの駅前開発計画である。報告者の
アドバイスにより新規開発計画のなかに現存する当時の
住宅やその一部分を取り入れ保存再生した事例である。
2つとも旧日本租界地の中に現存する住宅を対象とし
た保存と再生の事例であり、スクラップアンドビルドの
街づくりから歴史と記憶を継承する街づくりへと、開発
の手法を変換した実例であって、それを示すことで今後
の中国の租界研究の方向と意義についての問題提起を
行った。
シンポジウムの成果と課題
最後に、貴志が、徐蘇斌氏（天津大学）の「租界・租
界建築の研究」と題するコメントを踏まえて、本シンポ
ジウムの成果と課題について、以下のようにまとめた。
1． 歴史学と建築学による文理融合型共同研究の推進：
本シンポジウムでは、歴史学者によるマルチ・アー
カイブ調査と、建築学者によるフィールドワーク調
査をミックスさせた複合的アプローチの優位性が確
認された。
2． 日中韓における東アジア比較研究という視点の提
示：東アジアにおける租界・租借地・居留地の比較
研究を通じて、それぞれの歴史的、法制的特徴を明
らかにし、域内の複合空間の特異性を検出すること
が課題となっていることが明らかにされた。
3． 歴史研究から見出だす現代研究の意義の確認：旧租
界の実態分析をもとに、旧租界地およびその建築を
歴史的文化遺産と受け止め、それらの保護を図り、
さらに現代的な都市再開発に資することの重要性が
確認された。
4． 史資料と方法論の共有化についての認識：本シンポ
ジウム開催を通じて、神奈川大学非文字資料研究セ
ンターを拠点とした東アジア研究ネットワークを構
築し、資料のみならず、方法論の共有化をはかるこ
とが同意された。
今後、さらに継
続的な討論会の
開催、デジタル・
データベースの
共同構築につい
て承認が得られ
た。
利益を国と現地と事業が三分の一ずつ分け合う三分の一
主義の理念が当時の労働者の居住環境にどのように反映
したのか。さらにその居住環境が戦後どのように変遷し
てきているのかを報告した。
その内容はこれまでの都市建築の計画建設を対象とし
た「もの」の研究と異なり、当時の租界地の工場で働く
内外の人間の居住環境について論じた「生活・文化」に
ついての報告であったために、会場参加者からは当時の
経営者のユートピア思想、建築家の役割、労使の関係、
労働運動等様々な角度から「鐘紡の工場村」に対する質
疑が活発に出され、研究の意義やスタンスについて議論
が及んだ。
図 10	保存工事中の漢口日本租界地内旧社宅住宅
図 11	駅前新開発で保存再生された旧租界住宅
徐蘇斌氏
李百浩氏
図 9	 青島　鐘紡・公大第五廠工場社宅配置図
図 8	 上海での調査　中国人用里弄住宅
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